
単科大学では実現できなかった、新たな可能性が広がる！ 下関市立大学の挑戦
~地域に根差し、世界に通用する名門大学を目指して~
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総合大学
だからこそ

できる 学問の化学反応は起こるのか？
単科大学では実現できなかった、新たな可能性が広がる！

地域のために何ができるのか？
Q.2

Q.1

A.1

A.2

A.2 A.2

看護学部長予定者

中嶋 恵美子 特命教授
データサイエンス学部長

松本 義之 教授

       　看護学部の教育カリキュラ
ムの特色は、下関市民の暮らしか
ら健康・看護を考えることを起点
に 、1年次から段階的に学生を育
てていくことにあります。
　学生が地域社会活動に参加した
り、各看護学の臨地実習を通じて、
下関市民の皆さまの健康支援を考
えていきます。そして将来、本学
で学んだ学生が地域看護の担い手
として市内に就職した際には、市
内の保健医療福祉に携わる多くの
職種と連携することで、市民の皆
さまに貢献できると思います。

         　データサイエンス学部は
下関市が取り組むスマートシティ
推進事業との親和性が高く、産官
学の連携が一層高まることによ
り、あらゆる分野での地域活性化
に寄与できると思います。
　また、民間企業から活用可能
な顧客データを提供いただけれ
ば、顧客満足度の向上につなが
る提案ができるかもしれません。
一方、大学側としましても、共
同研究や学生の育成など双方の
メリットにつながれば良いと考
えています。

　経済学は、社会のさまざまな現象を解明する学
問です。経済学部の学生は、地域振興や地域貢献、
社会問題に関心が高いです。実際に多くの学生が、
地域イベントや行政主体の事業などにも意欲的に
参加し、地域とつながりを持ち、時には教職員と
も協力しながら下関市の課題解決に向けた活動に
取り組んでいます。
　また、市立大学は市民に開かれた大学として、
公開講座や社会人教育への取り組みなどを行って
きました。ぜひ、多くの市民の皆さまにご参加い
ただきたいと思います。

経済学部 × データサイエンス学部

▶経済社会における幅広い視点から、
重要な価値を持つ情報源にアプロー
チし、データ活用へとつなげられる。

▶組織運営や商取引などの経営活動
をデータ化し、統計分析や人工知能
などで分析することが可能。

学部間の
共同研究

混ざり合う
多様な価値観

新たな学問を
学べる機会

私たち
市立大学は

例えば

経済学部長

菅 正史 教授
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教育カリキュラムの概要

数学・統計・情報の基礎

卒業研究

ビジネス・
マーケティング

統計・ＡＩ・
機械学習 ヘルスケア

　市立大学データサイエンス学部の
存在を知ったのは、大学進路相談のと
きでした。進学に当たって「どうした
ら企業商品が売れるか？」といった専
門的な知識と実践力が養える大学を
探していました。データサイエンスは
勢いがある学問ですし、理系専攻だっ
た私にとって、数値（データ）を基にし
た課題解決も合っていると思ったの
です。
　実際に講義を受けてみて「ビジネス
の場面で、どこにアプローチすれば
一番良い結果がついてくるか」を学ぶ
機会があります。人の感情ではなく、
可視化された数値（データ）が導く結果
に、いつも驚きと興味が湧きます。
　これからの授業に期待しています。

　DX推進や生成AIなど時代の大きな
流れと私の研究が合致し、自身の可能
性を試せる場所を探す中で、「教育と
研究に力を入れていく」という市立大
学の力強いメッセージに共感し感銘を
受けましたので、市立大学に教授とし
て就任しました。
　先端の研究を教育にフィードバック
し、教育で基礎を学んだら研究にも生
かすという良い循環への期待が持てま
す。教育指導に当たっては、企業が求
める文理融合の思考ができる実践的な
人材を輩出したいですし、国際会議な
どで世界に向けて研究成果を発信でき
る学生を育てていきたいです。
　今後の学生の成長が楽しみです。

データサイエンス教育の先駆者・竹村彰通氏（滋賀大学
学長）による記念講演や「本学データサイエンス学部と地
域貢献～市の政策、企業との連携～」をテーマとしたパ
ネルディスカッションを開催。それぞれの専門や経験か
らさまざまな意見が出され、活発な議論が交わされました。

下関市スマートシティ推進事業に掲げる高度専門人材
の育成を担う中、特にデータサイエンス分野における
人材育成において、当事者が相互に包括的に連携・協
力した取り組みなどを行い、地域の発展に資すること
としました。             ※写真は山口フィナンシャルグループ

STUDENT ＆ PROFESSOR
データサイエンス学部への思い

データサイエンス学科 1期生 データサイエンス学科

奥村 真希さん（岡山県出身） 白濵 成希 教授（熊本県出身）   

DATA
SCIENCE

データ
サイエンス学部

始動

SHIMONOSEKI
CITY UNIVERSITY

DATA SCIENCE

　今や国内外問わず、またビジネス・保健医療福祉・行政等の幅広い分野におい
て、データを分析し常に新しい戦略を立てることが常識となっています。「課題を見つけ」「情報を集め」「分析し」「新
たな知見を見いだす」、データに基づく統計的な思考により課題を解決する、そのような下関市立大学出身のデータサ
イエンティストの輩出が期待されます。

包括連携協定開設記念シンポジウム
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看護学部長予定者

中嶋 恵美子 特命教授

NAKASHIMA
EMIKO

看護学部
2025年
4月開設

SHIMONOSEKI
CITY UNIVERSITY

NURSING

求められる看護学教育を、下関で

▲看護学部新校舎完成 イメージ図

オープンキャンパスの様子

　超高齢化社会に対応するために、地域で暮らす人々ができる限り住み慣れ
た場所で、自分らしく暮らし続けられる地域包括ケアシステムの構築が進め
られています。従来の、健康を害した患者を医療機関でケアするだけではな
く、今後増加する地域施設や自宅で療養される方もケアするなど、看護職の
需要は高まっており、活躍の場も多様化します。市立大学看護学部では看護
業務のハウツーではなく、看護の本質的なこと、つまり「看護学」をしっかり
学び、場や状況が変わったとしても、どのようなケアを提供したら良いか自
分で考えられる力を養うこと
が重要だと考えています。
　地域で暮らす人々の健康の
保持増進・疾病予防、健康障
害からの回復、最後まで自分
らしく生きることを護る担い
手として、地域に密着した思
考を育てる教育に取り組んで
いきます。

HEALTHCARE PROFESSIONALS
市立大学看護学部に期待する声

市民病院看護部

坂本 由紀子 さん

下関市保健部健康推進課

足立 菜摘 さん

保健医療福祉で連携しながら、
高齢者が要介護状態にならな
いよう、フレイルや認知症の予
防などをしています。看護学
部の設置により、地域の皆さま
に笑顔と安心を届けられる看
護職の育成を期待しています。

幅広い知識や視野を持ち、地域
医療に貢献できる看護人材が育
成されることを期待します。ま
た、大学の存在が、私たち現役
の看護専門職においての生涯学
習に良い影響がもたらされるこ
とも願っています。

市の保健師として市民の健康づ
くりなどを支援する仕事をして
います。市内で保健師の資格が
取得できれば進路選択の幅が広
がりますし、看護学部の専門性
を生かし、健康課題の解決に向
け連携できればと思います。

安全で質の高い
最善の医療を市民の皆さんへ

下関ですべての人が健康で
いきいきと暮らせるように

長府地域包括支援センター

小林 綠 さん

住み慣れた地域でいつまでも
安心な生活を送れるように
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